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そ
れ
で
も
原
発
は
必
要
で
す
か

拡
が
り
続
け
る
放
射
性
物
質
一
い
ま
も
生
活
を
導
わ
れ
続
け
て
い
る

さ
よ
な
ら
原
発
１
０
①
①
万

人
署
名
イ
ン
岡
山
”
実
行
委
員

会
は

１１
月
１２
日
の
目
一、

岡
山
駅

前

で
約

４
０
名
が
参
加

し
て
署

名
活
動
を
行
っ
た
。

「
月
も
半

ば

で
少

し
肌
寒

い
中
、

若

い
人

も
積
極
的
に
署
名
に
応

じ
て
く

れ
、

２
時
間
で
約
５
０
０
筆
と

な

っ
た
。

実
行
委

の
県
内
目
標

１
６
万
筆
に
向
け
、

参
加
各
団

体
も
独
自
に
種
府

の
活
動
を
す

す
め
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
の
関
い
の
高
さ
と

日
本
の
違
い
は
国
民
性
？

原
水
禁

・
岡
山
と
党
県
連
合

は
共
同
で
９
月
以
降
、

月
２
～

３
回

の
街
頭
署
名
を
行
っ
て
い

る
。

１
９
日
、

雨
で
買
物
客

の

出
足
が

い
ま

一
つ
の
天
満
屋

・

！源
毒
推
進
析
の
寝
Ｉ
は
！重
状

！
堂
■
一
≡
で
に
境
地
！に
ヽ
や
技

援
活
動
！に
取
！り
組
ん

で
い

た
広
島
！

県

の

「
ジ
エ

ツ
ー

の
も
ご

と
広
六

福
祉

・
原
発
で
研
修
、
現
地
福
島
か
ら
も
報
告

２
５
・
２
６
日
、
党
地
方
自
治
体
議
員
団
会
醸

表
町
商
店
街
で
は
４
名
が
参
加
、

商
店
街
の
店
主
か
ら
、

「
原
発

が
あ
っ
て
、

戦
後
の
復
興
が
あ

襲

揮噂顛

醍揮

≡
り！！首
都
キ
■
フ
を
は
じ
め
チ

■
ル
ブ
ブ
ィ
サ
周
！辺
か
ら
疎
開

し
た
！子
ど
も
が
大
勢
い
る
小
学

校
な
ど
で
行
う
影
療
活
動
に
も

同
行
し
ま
し
た
。　
　
．

！
ｔ
ｉ本
の
径
師
週
ム
の
信
頼
度

は
と
て
も
高
く
、
ど
の
会
場
で

も
診
療
を
待
つ
親
子
の
行
列
が

で
き
ま
し
た
。

８
６
年
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
が
起
こ
う
た
と
き
日

！本
の
原
発
推
進
派
は
事
故
の
原

っ
た
。

電
気
が
な
か
っ
た
ら
今

日
の
繁
栄
は
な
か
っ
た
」

と

の

意
見
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
か
ら

一
時
帰
国
し
て
い

る
と

い
う
女
性
は

「
ド
イ

ツ
で

は
環
境
問
題
に
熱
心
で
、

福
島

原
発
事
故
を
機
に
国
民

の
８
①

％
が
廃
止
賛
成
と
な

っ
た
。

日

本

の
原
発
反
対

の
集
会
も
大
き

＜
報
道
さ
れ
、

日
本

で
も
や

っ

と
デ

モ
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
か
と
思
っ
た
。

ド
イ

ツ

と

の
国
民
性

の
違

い
だ
ろ
う
か
」

社

民
党
自
治
体
議
員
団
、

中

国
ブ

ロ
ツ
ク
総
会

・
研
修
会
が

２
５

，
２
６
両
国
に
岡
山

で
開

か
れ
、

４
０
数
名
が
参
加
し
た
ハ

先

の
統

一
自
治
体
選
挙
で
は

島
根

で
初
め
て
社

民
党
員
県
議

困
が
分
か
ら
な
い
の
に

「
ソ
連

の
原
発
と
日！！本
．の！
原
発
と
は
炉

型
が
違
う
し
、
安
全
管
理
を
十

分
に
！や
つ
て
い
る
か
ら
日
本
め

原
発
は
事
故
が
起
こ
ら
な
い
■

と
言
つ
て
い
一ま
し
た
。　
　
■

チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

一
番
犠

牲
に
な
た
の
は
抵
抗
力
の
な
い

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
福
島
原

発
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物

質
の
量
は
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を

上
回
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
に
０
け
て
推
進
派
の
責
任

は
霞
大
！で
す

（
ｏ
Ｂ
・
Ｇ
コ
ラ
ム
）

菱
嚢
嚢
ン
ン
ン
ン
ン

署
名
活
動
は
個
人
で
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。

党

の
先
輩
か

ら
は
、

活
動

の
旧
反
に
送

っ
た

り
声
を
か
け
、

署
名
簿

２
４
枚

を
届
け
て
く
れ
た
り
、

地

元
を

回
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
で
大
勢

の
人
と
会
う
機
会
も
増

え
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
も
う

一
人
に
声

か
け
て
下
さ
い
。

署
名
用
紙
は

党
か
ら
届
け
ま
す
。

を
出
し
、

広
島
市
議
選

で
も
若

い
議
員
を
誕
生
さ
せ
た

こ
と
、

結
果
ほ
厳

し
か
っ
た
が

岡
山

で

公
認
を
出
し
て
闘

っ
た

こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
、

次

の
衆
議
院

選
挙
に
向

け
、

日
常
活
動

の
展

開
、

社

民
党
独
自
候
補

で
臨
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

研
修
会
は
、

「
日
本

の
社
会

保
障
制
度
を
考

え
る
」

（
商
大

山

下
教
授
）
、

福
島
県
連
合

の

加
藤
幹
事
長

の
現
地

報

２

日

目
に

服
部
衆
議
院

議
ф員
の

「
ア

ク
シ
ョ

ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

の
講
演
、

各

県
報
告
が
行

わ
れ
た
。

品
邪
Ｗ

軽
ダ

盛
瑳
証
獅
破
仰
確

年
も
、

あ
と
「
力
月
、

大
震
災
、

原
発
事
故
の
収
束
が
見
え
な
い

な
か
、

夜
明
け
前
の
光
を
導
く

の
は
私
た
ち
の
実
践
だ

▼
そ
れ

を
一異
付
け
る
た
め
に
は
、

現
状

を
、

事
実
を
知
る
こ
と
が
大
切

だ
。

福
島
県
連
合

・
加
藤
幹
事

長
は
講
演
で
党
活
動
の
な
か
に

学
習
活
動
を
据
え
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
た

▼

「
先
月
号
」

を
読

ん
だ
党
員
か
ら
電
話
が
あ
っ
た

「
放
射
能
汚
染
ガ
レ
キ
を
受
け

い
れ
る
こ
と
が
今
、

支
援
に
な

る
の
で
は
」

と
。

果
た
し
て
ど

う
か
、

も
っ
と
意
見
を
交
わ
し

真
の
解
決
に
つ
な
げ
た
い

（
野
〕

:複襲
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